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先生 

 

 

 

 

 ６年生は、「生き方について考えよう」をテーマ
に「はくざんっ子学習」に取り組みました。いろ
いろな職業の方から話を聞くことで、どんな仕事
にも大変なことがあり、それをやり遂げたときや
りがいを感じることを知りました。また、自分た
ちが知らないところでたくさんの努力をされてい

ることに気付き、改めて働くことについて考える
ことができました。職場体験としては、白山幼稚
園を訪問しました。幼稚園では、園長先生から幼
稚園教諭の仕事についてお話を聞き、幼稚園児と
いっしょに遊んだりゲームをしたりして交流し、
幼稚園の先生の仕事をほんの少しだけ体験させて
いただきました。 
 

わくわく学習部会 

 ４年生は、1 月 27 日に講師の方をお迎えして、尺八教室を行いました。尺八の由来や様々な
種類の尺八を教えてもらい、子どもたちも尺八を吹いてみました。最初はうまくできなかった子
も、コツを教えてもらって少しずつ音を出せると笑顔になっていました。また、２月４日には「さ
くらさくら」を教えてもらいながらお琴も体験することができました。子どもたちは、講師や先
生方から、素敵な音色を聞いたり、尺八やお琴の体験をしたりすることを通して、楽しみながら
昔の楽器を知る貴重な時間を過ごすことができました。 

わくわく学習部会 



 

 

 

３年生は、社会科の学習で、「働く人々の工夫」について学んでいます。５月にはいちごファーム森本を
訪問し、苺の育て方や三木町で苺が有名な理由などを教えてもらいました。７月には藤井製麺と大三機
工を訪問し、会社の方から工場で働く人々の工夫や、製造工程などの説明を受けたり、店舗の見学などを
したりしました。また、10月にはマルナカ三木店を訪問し、店内や商品加工などの見学をして、スーパーマ
ーケットの仕事についてお話をお聞きしました。自分たちの校区・町には、いろいろな産業があり、自分たち
の生活を支えてくれていることを再確認する地域探検になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2月12日に家庭科クラブは、「アイシングクッキー作り」
をサポーターさんから教えてもらいました。まず、サポー
ターさんからアイシングのお手本を見せてもらいました。
その後、子どもたちは、クッキーの上に上手にデコレーシ
ョンをしていきました。甘い香りの可愛いアイシングクッ
キーができ上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大三機工 

わくわく学習部会 

すくすく健康部会 

 ２月25日に、蓮井歯科ファミリ
ークリニックの蓮井先生と歯科衛
生士さんを迎えて、今年度の「歯の
健康を考える学習」のふり返りを
し、反省点や今後の課題について話
し合われました。歯科衛生士さんた
ちは、６年間を通じて専門的なこと

や大切にしてほしいことを子ども
たちに分かりやすく伝えるために、
実験や資料を毎年工夫してくれて
います。 

 

 

いちごファーム森本 藤麺 マルナカ 大三機工 

学校運営協議会 
 ２月１０日に、第４回学校運営
協議会が行われました。三木町教
育委員会より間嶋教育長、香川大
学より柳澤教授が出席されまし
た。会では今年度の評価と来年度
の方針について話し合われまし
た。 

  本年度も、たくさんのサポーターさんが本校のコミュニティ・スクールの活動に参加してくださ
いました。サポーターの皆さんのご協力で、いろいろな行事を行うことができ、体験活動をするこ
とができました。子どもたちも、たくさんの思い出とともに、より良い学校生活を過ごすことができ
ました。本当にありがとうございました。来年度も引き続きよろしくお願いいたします。 


